
國學院大學学術情報リポジトリ

公開講座記録　第一回「しぶカフェ」（共生社会×渋
谷カフェ）「シブサス :
東京渋谷で進む環境にやさしいまちづくり」

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2025-03-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 古沢, 広祐

, 松嶋, 範行, 佐藤, 龍彦, 俵, 里奈, 秋野, 淳一

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002001505URL



第一回「しぶカフェ」（共生社会×渋谷カフェ）「シブサス　─東京渋谷で進む環境にやさしいまちづくり─」261
　

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
に
実
施
し
た
第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
は
、「
シ
ブ
サ
ス　

─
東
京
渋
谷
で
進
む
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
─
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
推
進
す
る
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」
研
究

事
業
、
渋
谷
学
研
究
会
の
主
催
に
よ
り
録
画
配
信
に
て
開
催
さ
れ
た
（
國
學
院
大
學
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
〈
動
画
ア
ー
カ

イ
ブ
〉
に
て
公
開
）。
本
記
録
は
、
そ
の
第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
の
内
容
を
も
と
に
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
時
点
に
お
け
る
最
新

情
報
等
を
加
筆
修
正
の
う
え
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
す
る
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
正
式
名
「
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
」）
と
は
、
現
代
日
本
を
象
徴
す
る
場
所
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
（『
渋
谷
学
叢
書
4 

渋
谷
ら
し
さ
の
構
築
』
雄
山
閣
、
平
成
二
七
〈
二
〇
一
五
〉
年
）、「
多
様
性
」
の
ま
ち
・「
渋
谷
」
を

学
際
的
に
科
学
す
る
「
渋
谷
学
」
と
、
持
続
可
能
な
「
共
生
社
会
」
へ
と
つ
な
が
る
「
共
存
社
会
の
構
築
」
に
つ
い
て
考
え
る
「
共
存
学
」

の
取
り
組
み
を
融
合
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
途
に
し
た
緩
や
か
な
学
び
の
場
（
公
開
講
座
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
カ
フ
ェ
」
と
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
の
前
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
学
び
を
始
め
ら
れ
る
場
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
り
、「
し
ぶ
」
と
は
、
國
學
院
大
學
の
立
地
す
る
「
渋
谷
」
と
、
國
學
院
大
學
の
「
伝
統
文
化
」
に
関
す
る
研
究
教
育
を
「
渋

《
公
開
講
座
記
録
》

第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）

　
　
　
　
「
シ
ブ
サ
ス　
─
東
京
渋
谷
で
進
む
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
─
」
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さ
」
と
捉
え
、
こ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ
た
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

本
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
り
開
催
す
る
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
右
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
、「
多
様
性
」
と
「
共
生
社
会
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
渋
谷
に
通
う
学
生
、
会
社
員
、
来
街
者
、
渋
谷
区
民
、
渋
谷
に
関
心
の
あ
る
方
を
主
な
対
象
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
と

話
題
提
供
者
を
交
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
生
き
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
て
企
画
し
た
試
み
で
あ
る
。

　

記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
で
は
、
渋
谷
の
ま
ち
の
持
続
可
能
性
に
つ
な
が
る
「
シ
ブ
サ
ス
」（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
推
進
協
議
会
）
の
関
係
者
の
協
力
の
も
と
、「
東
京
渋
谷
で
進
む
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
対
話
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
登
壇
者
は
、
発
足
当
初
か
ら
シ
ブ
サ
ス
に
携
わ
り
、
農
や
食
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
環
境
問
題
に
造
詣
が
深
く
、「
共
存
学
」
を
牽

引
さ
れ
て
き
た
古
沢
広
祐
氏
、
シ
ブ
サ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」「
渋
谷
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

務
め
る
ほ
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
研
究
者
で
も
あ
る
松
嶋
範
行
氏
、「
渋
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
」
や
「
シ

ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
」
の
事
務
局
を
務
め
る
佐
藤
龍
彦
氏
、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
に
参
加
し
た
本
学
学
生
の
俵
里
奈
氏
の
四

人
で
あ
る
。

　

今
回
の
対
話
で
は
、
シ
ブ
サ
ス
の
活
動
内
容
や
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
誕

生
経
緯
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
渋
谷
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
を
考
え
る
た
め
の
話
題
な
ど
を
通
し
て
、
環
境
問
題

へ
の
意
識
変
革
を
喚
起
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
本
記
録
の
内
容
を
ご
一
読
頂
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
記
録
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
登
壇
者
の
皆
様
か
ら
加
筆
修
正
を
頂
く
な
ど
、
研
究
会
に
加
え
て
の
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

に
ご
快
諾
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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◇
公
開
講
座
記
録
（
所
属
・
肩
書
は
開
催
当
時
。
敬
称
略
）

第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）

　
「
シ
ブ
サ
ス　

─
東
京
渋
谷
で
進
む
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
─
」

主　
　

催　

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー　
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」
研
究
事
業
×
渋
谷
学
研
究
会

開
催
方
法　

國
學
院
大
學
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
動
画
ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
よ
る
配
信

　
　
　
　
　

※
配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v

＝uO
6idFQ

raGA

日　
　

時　

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
一
月
二
七
日
（
金
）
よ
り
配
信
開
始

登 

壇 

者　

古
沢
広
祐
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
）

　
　
　
　
　

松
嶋
範
行
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
リ
ー
ダ
ー
）

　
　
　
　
　

佐
藤
龍
彦
（
渋
谷
区
環
境
政
策
部
環
境
政
策
課
主
任
）

　
　
　
　
　

俵  

里
奈
（
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
メ
ン
バ
ー
・
國
學
院
大
學
学
生
）

コ
メ
ン
ト　

秋
野
淳
一
（「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
事
務
局
、
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
・
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究
員
）

※ 

本
記
録
の
編
集
作
業
は
、
伊
藤
新
之
輔
（
研
究
開
発
推
進
機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）、
髙
橋
亮
一
（
同
）
が
主
に
担
当
し
、
宮
本
誉
士
（
研

究
開
発
推
進
機
構
教
授
）、
秋
野
淳
一
、
小
林
裕
美
子
（
研
究
開
発
推
進
機
構
臨
時
雇
員
）、
山
口
順
平
（
同
）
が
協
力
し
た
。
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【
古
沢
】
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
國
學
院
大
學
の
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
と
い
う
催
し
（
公
開
講
座
）
が
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
は
、
渋
谷
を
舞
台
に
し
て
い
ま
す
が
、
渋
谷
に
限
ら
ず
日
本
や
世
界
全
体
に
発
信
し
て
い
く
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の

サ
ロ
ン
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
シ
ブ
サ
ス
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
）

と
い
う
、
渋
谷
で
行
な
わ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
中
心
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
て

み
た
い
と
い
う
こ
と
で
企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
シ
ブ
サ
ス
を
け
ん
引
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
松
嶋
範
行
さ
ん
か
ら
、
シ
ブ
サ
ス
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」（
共
生
社
会
×
渋
谷
カ
フ
ェ
）

　
　
　
　
「
シ
ブ
サ
ス　
─
東
京
渋
谷
で
進
む
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
─
」

古 

沢　

広 

祐　
　

松 

嶋　

範 

行

佐 

藤　

龍 

彦　
　

俵 　
　

里 

奈

秋 

野　

淳 

一  　
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《
報
告
一
》
シ
ブ
サ
ス
と
は
？

 

松 

嶋　

範 

行

【
松
嶋
】
た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
松
嶋
範
行
と
申
し
ま
す
。
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
協
議
会
の
ほ
か
に
九
州
の
長
崎
市
と
佐

世
保
市
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
活
動
し
て
お
り
、
環
境
教
育
や
啓
発
を
な
り
わ
い
と
し
て
生
き
て
い
る
と
い

う
希
有
な
存
在
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
五
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
世
の
中
が
気
候
変
動
の
時
代
に
な
っ
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、
私
も

あ
ち
こ
ち
で
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は
、
渋
谷
を
舞
台
に
し
た
シ
ブ
サ
ス
と
は
何

か
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

日
本
と
渋
谷
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

　

東
京
渋
谷
に
は
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
関
す
る
令
和
元

（
二
〇
一
九
）
年
度
の
デ
ー
タ
（「
２
０
１
９
年
度
日
本
の
部
門
別
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
割
合
」
全
国
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
セ
ン
タ
ー
、https://w

w
w

.jccca.org/

）
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
か
ら
出
て
い
る
二
酸

化
炭
素
の
年
間
総
排
出
量
は
約
一
一
億
ト
ン
で
す
。
日
本
の
総
人
口
が
約
一
億
二
四
四
七
万
人
で

す
の
で
、
お
お
よ
そ
一
人
あ
た
り
一
ト
ン
排
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
排
出
量
を
部
門
別
の
割
合
か

ら
見
る
と
、
一
番
多
い
の
は
「
産
業
部
門
」（
三
四
・
七
％
）
で
す
。
日
本
は
先
進
国
で
す
か
ら
、
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産
業
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
最
も
多
い
の
で
す
。
次
に
多
い
の
が
「
運
輸
部
門
」（
一
八
・
六
％
）
で
す
。
皆
さ
ん
は
車
に
乗
り
ま

す
か
。
東
京
の
人
は
あ
ま
り
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
飛
行
機
や
船
と
い
っ
た
乗
り
物
か
ら
の
排
出
も
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
次
に
多
い
の
は「
業
務
そ
の
他
部
門
」（
一
七
・
四
％
）、つ
ま
り
オ
フ
ィ
ス
で
の
排
出
で
す
。こ
れ
に
続
い
て「
家
庭
部
門
」（
一
四
・
四
％
）

は
、
皆
さ
ん
が
家
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
、
電
気
や
ガ
ス
を
使
っ
た
と
き
に
出
て
き
た
も
の
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
日
本
の
平
均
値

は
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
並
び
で
す
。

　

一
方
で
、
渋
谷
区
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
割
合
（
Ｅ-

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｌ
地
域
Ｅ-

Ｃ
Ｏ
２
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、https://w

w
w

.e-konzal.co.jp/e-co2/

）

を
見
ま
す
と
、「
業
務
」
か
ら
の
排
出
が
何
と
五
五
％
も
占
め
て
い
ま
す
〔
こ
の
ほ
か
の
内
訳
は
、「
家
庭
」
二
一
％
、「
運
輸
」
一
九
％
、「
廃
棄
物

処
理
」
三
％
、「
産
業
」
二
％
〕。
渋
谷
区
民
が
約
二
三
万
人
〔
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉
年
一
一
月
現
在
〕
い
る
の
に
対
し
て
、
お
お
よ
そ
そ
の
三
倍

に
当
た
る
人
た
ち
（
約
六
〇
万
人
）
が
、
日
中
、
こ
の
ま
ち
で
生
活
、
も
し
く
は
働
い
て
い
ま
す
。
渋
谷
の
ま
ち
は
、
渋
谷
の
外
か
ら
来

る
人
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
ま
す
。

渋
谷
区
環
境
基
本
計
画

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
、
渋
谷
区
は
現
状
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
に
三
〇
年
ぶ
り

に
基
本
計
画
〔
渋
谷
区
『
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
２
０
１
８
』〕
を
策
定
し
ま
し
た
〔
講
演
収
録
後
、
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉
年
に
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
た

た
め
、
本
記
録
の
情
報
は
『
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
２
０
２
３
』
に
依
拠
し
た
〕。
詳
し
く
は
渋
谷
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
（https://w

w
w

.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-kankyo-plan/

kankyo-keikaku-2023.htm
l

）。

　
『
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
』
に
は
「
く
ら
し
」「
み
ど
り
・
生
き
も
の
」「
資
源
・
ご
み
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
」「
意
識
」
の
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全
部
で
五
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
（【
図
1
】）。

　

ま
ず
、「
く
ら
し
」
は
、
公
害
問
題
に
関
わ
る
内
容
で
す
。
日
本
は
ず
い
ぶ
ん
前
に
こ
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
お
り
、
引
き
続
き
現
状

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
「
く
ら
し
」
の
な
か
の
生
活
環
境
方
針
に
な
り
ま
す
〔
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と
な
る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
環
境
基
準
を

令
和
九
〈
二
〇
二
七
〉
年
ま
で
に
達
成
し
、
ま
ち
の
美
化
に
向
け
た
落
書
き
防
止
、
清
掃
活
動
の
推
進
、
啓
発
活
動
を
行
な
う
課
題
を
設
け
て
い
る
〕。

　

次
に
、「
み
ど
り
・
生
き
も
の
」
に
つ
い
て
で
す
。
渋
谷
は

緑
が
少
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
結
構
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
渋
谷
区
の
真
ん
中
に
は
明
治
神
宮
や
代
々
木
公
園

と
い
っ
た
大
き
な
森
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
渋
谷
は
比
較

的
緑
の
豊
か
な
ま
ち
で
あ
る
と
数
値
上
は
意
識
さ
れ
て
い
ま
す

〔
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
度
の
「
渋
谷
区
み
ど
り
の
実
態
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
渋
谷
区
の
緑
被
率
は
二
二
・
八
％
、
緑
視
率
は
二
四
・
七
％
〕。
緑

を
で
き
る
限
り
少
し
ず
つ
増
や
し
な
が
ら
、
現
状
維
持
し
て
い

く
目
標
〔
令
和
九
年
〈
二
〇
二
七
〉
度
ま
で
に
区
内
の
緑
被
率
二
三
％

以
上
、緑
視
率
二
五
％
以
上
に
達
成
す
る
数
値
目
標
〕を
立
て
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
は「
資
源
・
ご
み
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

温
暖
化
対
策
」
に
関
す
る
二
つ
の
軸
が
環
境
問
題
と
し
て
お
馴

染
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
資
源
・
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、

ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
が
、
渋
谷
区
を
含
め
て
ど
こ
の
自
治
体

【図 1】　『渋谷区環境基本計画』における5つの柱とそのリーディ
ングプロジェクト（『渋谷区環境基本計画2023（概要版）』5～6頁）
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で
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
渋
谷
の
ま
ち
で
は
日
中
六
〇
万
人
近
く
が
働
い
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
し
て
お
り
、
た

く
さ
ん
の
飲
食
店
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
軸
に
は
、
飲
食
店
に
限
ら
ず
、
我
々
の
生
活
の
中
か
ら
出
て
く
る
ご
み
に
関
し
て
も
何
と
か
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
〔「
ご
み
と
な
る
も
の
を
減
ら
す
」「
適
正
に
処
理
す
る
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
３
Ｒ
〈
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
〉
を
推
進
し
、
令
和
九
〈
二
〇
二
七
〉
年
ま
で
に
一
人
一
日
あ
た
り
の
家
庭
ご
み
量
を
三
二
三
ｇ
、
事
業
系
ご
み
量
を
四
〇
四
ｇ
ま
で
削
減
す
る
目
標
〕

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
」
で
す
。
渋
谷
は
多
く
の
商
業
施
設
や
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
量
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
で
き
る
限
り
省
エ
ネ
し
な
が
ら
も
、
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
Ｃ
Ｏ
２

対
策
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
〔「
気
候
変
動
の
緩
和
に
向
け
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
少
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推
し

進
め
て
い
く
」
と
い
う
「
渋
谷
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
、
平
成
二
五
〈
二
〇
一
三
〉
年
度
の
数
値
〈
二
酸
化
炭
素
排
出
量
二
四
六
万
八
千
ト
ン
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
二
二
、六
〇
一
テ
ラ
ジ
ュ
ー
ル
〉
を
基
準
と
し
て
、
令
和
九
〈
二
〇
二
七
〉
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
三
九
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
二
一
％
を
削

減
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
区
民
の
割
合
を
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
度
の
六
・
三
％
か
ら
増
加
さ
せ
る
目
標
〕
を
う
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
今
ま
で
ず
っ
と
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変

え
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
一
朝
一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
少
し
ず
つ
運
動
や
啓
発
を
行
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
理
解
を
得

な
が
ら
徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
の
軸
に
な
っ
て
い
る
の
が
、「
意
識
」
の
部
分
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
こ
の
自
治
体
や
地
域
で
も
行
な
っ
て
き

た
内
容
な
の
で
す
が
、
渋
谷
区
と
し
て
は
、
も
う
少
し
み
ん
な
が
意
識
を
変
え
て
、
そ
の
意
識
を
行
動
変
容
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
な
ア

ク
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
わ
け
で
す
〔
平
成
二
八
〈
二
〇
一
六
〉
年
度
の
区
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、「「
日
常
生
活
に
お
け
る
一

人
ひ
と
り
の
行
動
が
、
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
こ
と
を
「
大
変
そ
う
思
う
」
と
考
え
る
区
民
の
割
合
」
が
六
三
・
三
％
、「
地
域
に
お
け
る
環
境
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保
全
の
た
め
の
活
動
（
緑
化
、
美
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
保
護
等
）
に
参
加
し
て
お
り
、
今
後
も
行
な
い
た
い
と
考
え
る
区
民
の
割
合
」
が
一
七
・
三
％
に
の
ぼ
っ

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
数
値
は
、
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
度
の
区
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
前
者
は
六
六
・
三
％
、
後
者
は
三
一
・
〇
％
に
達
し
た
〕。

　

行
動
を
続
け
た
り
、
意
識
を
変
え
た
り
す
る
た
め
に
は
、
環
境
教
育
や
学
習
を
推
進
し
、
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
と
の
協
働
を
推
し
進
め

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
長
野
県
飯
田
市
に
あ
る
「
し
ぶ
や
の
森
」
で
は
、
二
〇
年
ぐ
ら
い
木
が
育
っ
て
い
ま
す
〔
渋

谷
区
立
中
幡
小
学
校
の
児
童
ら
が
人
工
森
林
「
中
幡
の
森
」
を
平
成
一
二
〈
二
〇
〇
〇
〉
年
に
創
設
。
平
成
二
一
〈
二
〇
〇
九
〉
年
に
「
し
ぶ
や
の
森
」
と
改
称
後
、

渋
谷
区
民
に
開
放
さ
れ
た
〕。
そ
の
よ
う
な
土
地
、
も
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
、
山
の
中
に
入
っ
て
自
然
に
触
れ
た
り
、

生
活
を
見
直
し
た
り
す
る
機
会
を
得
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
渋
谷
区
は
注
力
し
て
い
き
た
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
の
「
意
識
」
に
お
い
て
大
事
な
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仲
間
た
ち
を
見
つ
け
て
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
考
え
、
行
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
仲
間
集
め
の
場
や
仲
間
た
ち
が
集
ま
れ
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年

一
〇
月
一
六
日
に
結
成
し
た
の
が
、
シ
ブ
サ
ス
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
）
で
し
た
。

シ
ブ
サ
ス
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
）

　
【
図
1
】
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
意
識
」
の
と
こ
ろ
に
「
シ
ブ
サ
ス
（
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
）」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
見
す
る
と
、
シ
ブ
サ
ス
は
、『
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
』
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
何
か
大
層
な
、
す
ご
い
組
織
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
緩
や
か
な
集
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ブ
サ
ス
は
、
行
政
が
中
心
に
な
る
の
で
は
な
く
、
協
働
に
よ
っ
て
課
題
対
応
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

多
様
な
人
を
集
め
て
、
そ
の
集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
、
自
由
な
発
想
で
今
ま
で
の
渋
谷
を
振
り
返
り
、
未
来
の
渋
谷
を
つ
く
っ
て
い
く
、

あ
る
い
は
未
来
の
渋
谷
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
集
ま
り
に
す
る
の
が
シ
ブ
サ
ス
の
主
な
モ
ッ
ト
ー
と
い
え
ま
す
。
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具
体
的
に
は
、【
図
2
】
に
あ
る
「
区
民
」
や
「
在
勤
者
」、「
学
生
」
な
ど
多
様
な
構
成
要
素
が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
事
務
局
が
渋
谷
区
役
所
で
す
。
そ
も
そ
も
行
政
計
画
な
の
だ
か
ら
、【
図
2
】
の

よ
う
に
列
記
し
て
い
て
も
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
実
際
に
シ
ブ
サ
ス
の
具
体
的
な
メ
ン
バ
ー
（
会
員
）
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
初
め
は
六
人
の
メ
ン
バ
ー
と
渋
谷
区
の

長
谷
部
健
区
長
〔
昭
和
四
七
〈
一
九
七
二
〉
年
～
現
在
。
平
成
二
七
〈
二
〇
一
五
〉
年
よ
り
現
職
〕
か
ら
シ
ブ
サ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
一
部
の
方
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
今
（
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉
年
度
現
在
）
の
シ
ブ
サ
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
全
部
で
六

人
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

シ
ブ
サ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
手
が
け
な
が
ら
、
一
般
社
団
法
人
渋
谷
未
来
デ
ザ
イ
ン
〔
多
様
性

あ
ふ
れ
る
未
来
に
向
け
た
渋
谷
区
を
つ
く
る
た
め
、
渋
谷
に
集
う
多
様
な
人
々

の
ア
イ
デ
ア
や
才
能
を
、
領
域
を
越
え
て
収
集
し　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
社
会
的
課
題
の
解
決
策
と
可
能
性
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
産
官
学
民
連
携

組
織
〕
に
お
り
ま
す
。
二
人
目
は
傍
嶋
賢
さ
ん
で
、
渋
谷
の
落
書
き

を
消
し
て
い
こ
う
、
無
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
さ
れ

て
い
る
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
代
表
理
事
で
す
。

三
人
目
は
、國
學
院
大
學
の
古
沢
広
祐
先
生
で
す
。私
と
傍
嶋
さ
ん
、

古
沢
先
生
が
「
在
勤
者
」「
団
体
」
の
方
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
四

【図 2】　シブヤサステナブル推進協議会の構成図
（『渋谷区環境基本計画2023【概要版】』7頁）
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人
目
は
渋
谷
区
民
の
高
橋
賢
次
さ
ん
で
、
恵
比
寿
の
地
域
密
着
型
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
『
恵
比
寿
新
聞
』〔
平
成
二
一
〈
二
〇
〇
九
〉
年
創
刊
、

https://ebisufan. com
/

〕
の
編
集
長
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
五
人
目
の
斎
藤
早
央
子
さ
ん
は
東
京
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
東
京
中
支

店
地
域
広
報
当
課
長
で
す
。お
二
人
が「
事
業
者
」の
方
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、六
人
目
の
小
倉
崇
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
で
「
団
体
」
の
方
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
区
役
所
職
員
や
長
谷
部
健
区
長

も
入
る
た
め
、
シ
ブ
サ
ス
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
も
、
少
な
く
と
も
六
つ
の
構
成
要
素
（「
在
勤
者
」「
区
民
」「
事
業
者
」「
団
体
」「
区
」「
区

長
」）
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
は
、「
学
生
」に
つ
い
て
で
す
。私
は
か
つ
て
実
践
女
子
大
学
で
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
出
前
授
業
を
行
な
い
、

二
〇
人
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
」
と
い
う
話
と
、「
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
実
は
難
し
く

は
な
く
、
誰
に
で
も
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
お
お
よ
そ
二
コ
マ
〔
一
コ
マ
一
〇
〇
分
の
た
め
、
二
〇
〇
分
〕
ぐ
ら
い
の
講
義
時
間
を
か
け

て
伝
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
シ
ブ
サ
ス
に
は
「
学
生
」
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
次
は
、「
学
校
」
に
つ
い
て
で
す
。
私
が
実
施
し
た
「
こ
ど
も
環
境
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
、

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
〔
株
式
会
社
ビ
ー
ム
ス
〈
株
式
会
社
ビ
ー
ム
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下
の
事
業
会
社
、
旧
・

新
光
株
式
会
社
〉〕、
Ａ
ｄ
ｉ
ｄ
ａ
ｓ
〔
ア
デ
ィ
ダ
ス 

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
〕、
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｗ
ｉ
ｎ
〔
株
式
会
社
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
〕、
東
京
ガ
ス
株
式

会
社
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
社
に
つ
い
て
、
子
供
た
ち
が
班
に
分
か
れ
て
事
前
に
調
べ
て
質
問
を
つ
く
っ
て
、
リ

モ
ー
ト
で
担
当
者
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
か
ら
環
境
教
育
に
至
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

実
現
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
「
学
校
」
が
参
加
し
た
わ
け
で
す
。

　

最
後
は
、「
来
街
者
」
に
つ
い
て
で
す
。
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
か
ら
説
明
し
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
お
話
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
昨
年
（
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
）、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
渋
谷
区
が
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
人
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近
く
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
今
日
登
壇
さ
れ
て
い
る
俵
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
二
〇
数
人
が
四
つ
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
、
渋
谷
区
へ
い
ろ
い
ろ
な
提
案
や
、
渋
谷
の
未
来
に
関
す
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の

会
議
の
座
談
会
に
は
私
も
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
下
は
小
学
校
五
年
生
（
一
〇
歳
頃
）
か
ら
上
は
三
六
歳
ま
で
、
非
常
に
幅
広
い
方
々

に
参
加
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
白
い
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
「
来
街
者
」
が
シ
ブ
サ
ス
に
加
わ
る
わ
け
で
す
。

　
【
図
2
】
に
立
ち
戻
る
と
、
最
初
に
「
区
民
」
や
「
在
勤
者
」「
団
体
」「
区
役
所
」「
区
長
」
そ
し
て
「
事
業
者
」
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

て
、「
学
生
」「
学
校
」「
来
街
者
」
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
図
に
あ
げ
た
構
成
要
素
は
す
べ
て
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

残
る
は
世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
政
策
と
し
て
は
非
常
に
優
秀
な
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
が
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
て
、
未
来
の
渋
谷
に
つ
い
て
環
境
の
側
面
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
提
言
を
行
な
い
、

様
々
な
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
中
で
具
体
的
に
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
う
ま
く
整
え
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な

形
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
シ
ブ
サ
ス
で
す
。
行
政
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
な
か
な
か
珍
し
い
存
在
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
シ
ブ
サ
ス
の
冠
が
あ
る
ラ
ジ
オ
番
組
が
「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」
に
あ
り
ま
す
。「
渋
谷
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
う
番
組
で
、
毎

週
木
曜
日
の
午
前
一
一
時
一
〇
分
か
ら
約
一
時
間
、
生
放
送
し
て
い
ま
す
〔
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉
年
一
二
月
時
点
の
番
組
情
報
、https://note.

com
/shiburadi/m

/m
5cf30b1eeb90

〕。
私
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
演
さ
れ
た
い
方
や
、
何
か
お
話
さ
れ
た
い

方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

以
上
が
、
シ
ブ
サ
ス
の
ご
紹
介
と
な
り
ま
す
。
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《
報
告
二
》
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
シ
ブ
ヤ 

ｉ
ｎ
日
本
・
世
界

 

古 

沢　

広 

祐

【
古
沢
】
松
嶋
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
シ
ブ
サ
ス
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
多
面
的
な
展
開
を
し
て
い
る

様
子
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
の
ほ
う
で
は
、
シ
ブ
サ
ス
の
「
サ
ス
」、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ど
の
よ
う
に
生

み
出
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
導
入
的
な
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
何
か

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
シ
ブ
ヤ
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
動
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
シ
ブ
サ

ス
が
目
指
す
ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
で
の
話
に
つ
な
げ
て
い
く
前
に
、
そ
も
そ
も
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
何
か
と
い
う
点
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　

最
近
、
皆
さ
ん
は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
〔Sustainable

〕」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
英
語
の
「
サ
ス
テ
イ
ン
〔Sustain

〕」、「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
そ

の
ま
ま
続
い
て
い
く
、
維
持
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
」
と
い
う
意
味
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。

　

今
、
世
界
全
体
は
特
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
深
刻
な
事
態
を
抱
え
て
い
て
、
持
続
可
能
な

未
来
社
会
が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
何
と
か
解
決
し
て
持
続
可
能
な
も
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の
と
す
る
た
め
に
、
長
年
に
わ
た
る
国
際
的
な
動
き
を
経
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
言
葉
は
生
ま
れ
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〔Sustainable 

D
evelopm

ent Goals

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
〕」
は
、
国
連
が
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
九
月
二
五
日
に
定
め
、
令
和
一
二
（
二
〇
三
〇
）

年
に
向
け
て
日
本
社
会
や
世
界
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
貧
困
問
題
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
方
、
住
ま
い
、
地
球
環
境
な
ど
の
様
々
な
問
題
を
持

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
し
て
、
具
体
的
な
目
標
（
一
七
の
大
き
な
目
標
と
一
六
九
の
細
か
い
課
題
）
を
定
め
た
も
の
で
す
。
そ

う
い
う
流
れ
の
中
で
、
渋
谷
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
目
指
す
動
き
が
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
が
、
も
っ
と
先
を
行
っ
て
、
渋
谷

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
世
界
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ブ
サ
ス
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
わ
け
で
す
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
き

　

私
た
ち
の
生
き
て
い
る
世
界
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
特
に
今
日
の
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
る
気
候
変
動
に
つ
い

て
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
陥
る
な
ど
、
な
か
な
か
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
二
〇
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
量
や
人
口
が
爆
発
的
に
増
大
し
て
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
二
一
世
紀
中
に
地
球
環
境
が
限
界
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

気
候
変
動
の
み
な
ら
ず
、
海
洋
汚
染
の
問
題
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
生
き
物
た
ち
の
絶
滅
な
ど
、
世
界
全
体
が
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
抱
え
て
大
変
な
危
機
下
に
あ
り
ま
す
。
や
は
り
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

細
か
い
話
は
【
図
3
】
に
譲
り
ま
す
が
、
世
界
全
体
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
取
り
組
む
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
四

（
一
九
九
二
）年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト〔
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議
〕で
し
た
。地
球
サ
ミ
ッ

ト
の
時
、
日
本
の
市
民
団
体
が
、
国
任
せ
で
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
は
実
現
で
き
な
い
と
見
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
集
ま
り
、
地
球
市
民
と
し
て
連
帯

し
て
い
く
動
き
を
起
こ
し
ま
し
た
。
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こ
う
し
て
、
日
本
を
含
め
た
各
国
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
「
気
候

変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
」
や
「
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
」

と
い
っ
た
国
際
条
約
を
結
び
、
環
境
レ
ジ
ー
ム
〔
一
国
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
困

難
な
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
国
が
条
約
な
ど
を
も
っ
て
協
働
す
る
国
際
的
な
枠
組
〕
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
動
き
の
原
点
と
な
っ
た
の
は
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
さ
ら
に
二
〇
年

前
の
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で

開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議
で
し
た
。
国
連
人
間
環
境
会
議
は
、
公
害

問
題
が
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
あ
る
と
見
直

し
て
、
世
界
全
体
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
向
か
う
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
始
め
る
発
端
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
地
球
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
す
る
動
き
も
起
き
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ

ス
、
あ
る
い
は
「
身
土
不
二
」
の
よ
う
に
、
自
分
の
体
と
地
球
、
自
然
は
一

緒
で
切
り
離
せ
な
い
の
だ
と
い
う
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
思
想
が
生
ま
れ
た
わ
け

で
す
。

ア
ー
ス
デ
イ

　

そ
の
流
れ
か
ら
い
う
と
、
ア
ー
ス
デ
イ
〔Earth day

： 

地
球
の
日
〕
の
取
り

【図 3】　激変してきた世界の動き（古沢広祐作成）
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組
み
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
環
境
問
題
か
ら
始
ま
り
、
実
は
今
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。【
写
真
1
】
は
渋
谷
の
代
々
木
公
園
〔
渋
谷
区
代
々

木
神
園
町
・
神
南
二
丁
目
〕
で
毎
年
四
月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
ア
ー
ス
デ
イ
の
光
景
で
す
。
ア
ー
ス
デ
イ
は
、
ま
だ
一
般
に
は
周
知
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ス
デ
イ
は
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
公
害
問
題
が
深
刻
化
し
た
時
に
、
ア

メ
リ
カ
の
大
学
生
た
ち
が
「
母
の
日
と
か
、
父
の
日
と
か
い
ろ
い
ろ
な
記
念
の
日
が
あ
る

な
ら
、
私
た
ち
の
地
球
（
マ
ザ
ー
ア
ー
ス
）、
母
な
る
大
地
、
地
球
の
こ
と
を
考
え
る
日

が
必
要
だ
」
と
声
を
上
げ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
〔
ジ
ョ
ン
・

リ
ン
ゼ
イ John V

liet Lindsay. 

大
正
一
〇
〈
一
九
二
一
〉
～
平
成
一
二
〈
二
〇
〇
〇
〉
年
〕
が
、
そ

う
し
た
記
念
の
日
を
つ
く
っ
て
き
ち
ん
と
取
り
組
も
う
と
な
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
パ
ー
ク
〔U

nion Square Park

〕
に
初
め
て
歩
行
者
天
国
を
設
け

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
環
境
問
題
を
契
機
に
自
動
車
を
締
め
出
し
て
、
人
々
に

道
路
を
開
放
し
よ
う
と
す
る
ア
イ
デ
ア
は
学
生
か
ら
出
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
動
き
が
パ

リ
や
東
京
な
ど
世
界
中
に
広
が
り
、
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
は
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
七
月
九
日
に
環

境
保
護
庁
〔Environm

ental Protection A
gency

：EPA

〕
を
設
置
し
、
こ
れ
に
続
い
て
日

本
も
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
七
月
一
日
に
環
境
庁
〔
現
・
環
境
省
〕
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
環
境
保
護
政
策
の
最
初
の
火
つ
け
役
と
な
り
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、
ア
ー
ス

デ
イ
な
ど
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
催
し
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
代
々
木
公
園
は
、
こ
う
し
た

【写真 1】　代々木公園のアースデイ
（平成27〈2015〉年4月、古沢広祐提供）
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集
ま
り
の
舞
台
と
し
て
毎
年
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
渋
谷
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
と
ロ
ー
カ
ル
な
動
き
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
場
所
と

い
え
ま
す
。ロ

ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
め
ざ
し
て

　

た
だ
、
実
際
の
と
こ
ろ
世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
〔
平
成
一
三
〈
二
〇
〇
一
〉
年
九
月
一
一
日
〕
や
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
金
融
破
綻
に
よ
る
世
界
的
な
金
融
危
機
〔
平
成
二
〇
〈
二
〇
〇
八
〉
年
九
月
一
五
日
〕、
三
・
一
一
の
東
日
本
大
震
災
〔
平
成
二
三
〈
二
〇
一
一
〉

年
三
月
一
一
日
〕
が
起
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
〔
令
和
二
〈
二
〇
二
〇
〉
年
～
現
在
〕
に
曝
さ
れ
、
世
界
平
和
の

問
題
も
深
刻
な
状
態
〔
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
二
月
～
現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
戦
争
、
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉

年
一
〇
月
～
現
在
〕
に
陥
る
な
ど
、
私
た
ち
の
足
元
は
大
変
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
ロ
ー
カ
ル
な
中
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

中
で
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

問
題
は
、
こ
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
定
着
さ
せ
る
か
で
す
。
日
本
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
ま
り
一
極
集
中

す
る
の
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
な
と
こ
ろ
と
、
地
域
全
体
が
も
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、
都
市
と
農
山
村
が
つ
な
が
っ
て
い
こ
う

と
い
う
動
き
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
松
嶋
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
渋
谷
の
み
な
ら
ず
他
の
地
域
と
も
つ
な
が
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
、
日

本
か
ら
ア
ジ
ア
圏
、
そ
し
て
世
界
全
体
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

あ
た
り
は
、
環
境
省
の
第
五
次
環
境
基
本
計
画
〔
平
成
三
〇
〈
二
〇
一
八
〉
年
四
月
一
七
日
閣
議
決
定
〕
に
お
い
て
、
地
域
が
循
環
し
て
、
共
に

生
き
合
う
地
域
循
環
共
生
圏
〔
各
地
域
が
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、
自
立
・
分
散
型
の
社
会
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
相
互
補
完
を
も
っ
て
支
え
合
う
よ
う

な
社
会
モ
デ
ル
〕
を
う
た
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ロ
ー
カ
ル
に
展
開
す
る
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
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と
い
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
日
本
は
非
常
に
ロ
ー
カ
ル
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
自
然
豊
か
な
国
で
す
〔
環
境
省
自
然
環
境
局
編
『
人
と
自

然
の
共
生
を
目
指
し
て 

改
訂
版
』〈
環
境
省
自
然
環
境
局
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
〉
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
国
土
三
八
万
㎢
の
約
八
〇
％
が
森
林
と
農
用
地
で

占
め
ら
れ
て
い
る
〕。
都
市
の
部
分
で
は
近
代
化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
近
代
的
な
都
市
と
と
も
に
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
や
伝
統

的
な
も
の
、
そ
し
て
自
然
の
豊
か
さ
が
凝
集
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
雑
煮
と
い
う
郷
土
食
は
、
地
域
に
よ
っ
て
入
れ
る
具
材
が
異

な
り
ま
す
か
ら
、
生
物
多
様
性
や
自
然
の
豊
か
さ
を
反
映
し
た
食
べ
物
で
す
。
日
本
は
今
、
経
済
的
に
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
文
化
の
面
、
あ
る
い
は
自
然
環
境
の
面
で
は
、
非
常
に
豊
か
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
い
い
ま
す
か
、
潜
在
的
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
も
っ
と
注
目
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

國
學
院
大
學
で
は
、
地
域
連
携
や
国
際
連
携
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
発
信
す
る
な
か
で
、
観
光
文
化
の
発
信
拠
点
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
新
し
い
学
部
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
）
を
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
新
設
し
ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
な
も
の
ま
で
あ
る
中
で
、
日
本
こ
そ
が
様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
捉
え
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
を
日
本
か
ら
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
日
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
シ
ブ
サ
ス
に
お
い
て
も
、「
シ
ブ
ヤ
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、「
シ
ブ

ヤ
だ
か
ら
こ
そ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
い
う
取
り
組
み
が
非
常
に
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
國
學
院
大
學
と
し
て
も
、
こ
の
シ

ブ
サ
ス
の
動
き
と
共
に
手
を
携
え
て
、渋
谷
か
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
や
地
球
社
会
に
向
け
て
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
、

そ
う
し
た
流
れ
の
中
に
本
日
の
お
話
（「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」）
が
あ
る
わ
け
で
す
。
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《
報
告
三
》
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
挑
戦

 

佐 

藤　

龍 

彦

 

俵 　
　

里 

奈

【
古
沢
】
で
は
、「
シ
ブ
ヤ
だ
か
ら
こ
そ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
と
は
ど
の
よ
う
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
そ
の
具
体

的
な
内
容
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
事
務
局
と
し
て
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
佐
藤
さ
ん
と
、
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
れ
た
俵
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
佐
藤
さ
ん
に
お
話
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
俵
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
と
発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。【

佐
藤
】
渋
谷
区
環
境
政
策
課
の
佐
藤
と
申
し
ま
す
。
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、
俵
さ
ん
の
活
動
に
な
る

べ
く
焦
点
を
当
て
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
が
始
ま
っ

た
い
き
さ
つ
か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
設
置
経
緯

　

環
境
問
題
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
は
気
候
変
動
や
地
球
温
暖
化
の
問
題
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
深
刻
な
問
題
と
み
な
さ
れ
て
い
る
中
で
、
国
は
令
和
二

（
二
〇
二
〇
）
年
一
〇
月
二
六
日
に
菅
義
偉
首
相
が
、
令
和
三
二
（
二
〇
五
〇
）
年
に
は
二
酸
化
炭

素
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
〔「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」〕
を
掲
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げ
て
、
今
ま
さ
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
時
（
令
和
三
二
〈
二
〇
五
〇
〉
年
）
に
社
会
を
担
っ
て
い
る
の
は
今
の
若
者
に

な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
長
谷
部
健
・
渋
谷
区
長
は
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
度
の
渋
谷
区
議
会
・
第
三
回
定
例
議
会
（
九
月
一
三
日
～
一
〇

月
一
三
日
）
に
お
い
て
「
一
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
方
を
想
定
し
た
「
気
候
シ
ブ
ヤ
民
会
議
」
を
発
足
さ
せ
て
、
議
論
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
（「
渋
谷
区
議
会
議
事
録
」
令
和
三
年
度
第
三
回
定
例
議
会
、
九
月
一
三
日
）。
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動

会
議
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
ま
ず
渋
谷
区
の
ト
ッ
プ
が
こ
う
い
う
発
言
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
私
は
、
渋
谷
区
環
境
政
策
課
の
業
務
の
中
で
学
生
団
体
や
渋
谷
区
で
活
動
し
て
い
る
若
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
関
わ
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
区
長
の
発
言
と
私
の
活
動
自
体
に
リ
ン
ク
し
た
点
を
見
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
の
改
訂
に
向
け
た
『
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
』
の
中
間
見
直
し

の
年
に
当
た
り
、
そ
れ
を
行
な
う
中
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
ゼ
ロ
化
な
ど
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
若
者
の

意
見
を
し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
（『
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
２
０
２
３
』
六
二
頁
）。
こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
生
ま

れ
た
の
が
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
で
す
。

　

シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
若
者
団
体
、
学
生
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
Ｓ-

Ｓ
Ａ
Ｐ
〔
渋
谷
区
内
に
拠

点
を
置
く
企
業
や
大
学
等
と
区
が
協
働
し
て
、
地
域
の
社
会
的
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
公
民
連
携
制
度
、https://w

w
w

.city.shibuya.tokyo.jp/

kusei/ssap/about-ssap/ssap_kyotei.htm
l

〕
提
携
の
あ
る
大
学
に
会
議
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
、
こ
こ
か
ら
快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
と
は
実
際
に
区
民
に
公
募
を
か
け
て
、
今
年
（
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
）
度
は
二
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
で
会
議
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
運
営
に
つ
い
て

　

シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
運
営
と
し
て
は
、
月
一
か
ら
二
回
の
定
例
会
を
開
く
ほ
か
、
定
例
会
と
定
例
会
の
間
に
テ
ー
マ
を
投
げ

か
け
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論
し
、
次
の
定
例
会
で
そ
れ
を
発
表
す
る
方
法
で
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
運
営
を
重
ね
た

う
え
で
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
一
一
月
一
三
日
に
は
、
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
研
究
結
果
や
考
え
た
内
容
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る

「
渋
谷
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
」
に
参
加
し
、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
「
渋
谷
か
ら
環
境
を
変
え
て
い
き
た

い
」
と
い
う
思
い
を
広
く
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
提
案
を
ど
の
よ
う
に
し
て
形
に
す
る
の
か
を
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で

ま
た
考
え
て
い
ま
す
。「
渋
谷
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
」
で
の
発
信
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
今
は
ま
た
少
し
ず
つ
動
い
て

い
こ
う
と
す
る
過
程
に
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
の
活
動
を
一
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
募
集
や
協
力
い
た
だ
け
る
団
体
へ
の
最
初
の
声
か
け
、
会
の
運
営
な
ど
は
、
上
司
の
命
令
を
受
け
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん
ど

私
一
人
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
議
の
運
営
を
業
務
委
託
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
私
の
ほ
う
で
す
べ

て
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
会
議
の
運
営
に
は
か
な
り
力
を
割
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
が
少
し
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
若

者
と
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
よ
か
っ
た
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
か
ら
の
報
告
は
以
上
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
俵
さ
ん
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
俵
さ
ん
が
大
学
の
中
で
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
に
参
加
さ
れ
た
の
か
も
含
め
て
、
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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気
候
変
動
問
題
へ
の
関
心
と
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

　
【
俵
】
國
學
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
の
俵
里
奈
と
申
し
ま
す
。
渋
谷
に
関
わ
り
の
あ
る
人
た
ち
の
中
で
気
候
変
動
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
の
会
議
に
は
私
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
取
り
組
み
を
中
心
に
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
気
候
変
動
に
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
高
校
生
の
時
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
鼻
に
ス
ト

ロ
ー
が
刺
さ
っ
た
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
写
真
を
目
に
し
た
時
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
生
活
の
中
で
出
て
い
る
ご
み
が
、
こ
の
よ
う
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
覚
え
、
と
て
も
つ
ら
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
大
学
受
験
が
終
わ
り
大
学
生
に
な
る
直
前
に
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
レ
ス
・
ウ
ェ
ル
ズ
著
、
藤
井
留
美
訳
『
地
球
に
住
め

な
く
な
る
日
─
「
気
候
崩
壊
」
の
避
け
ら
れ
な
い
真
実
─
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
令
和
二
〈
二
〇
二
〇
〉
年
）
を
読
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
科
学

的
な
知
見
に
基
づ
い
て
、
た
と
え
ば
、
気
温
が
四
度
上
昇
す
る
と
、
東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
は

浸
水
し
て
し
ま
う
と
い
う
未
来
を
予
測
し
、
そ
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
世

界
共
通
の
気
温
上
昇
を
一
・
五
度
ま
で
に
抑
え
る
と
い
う
数
値
目
標
〔『
一
・
五
℃
の
地
球
温
暖
化
：
気
候
変
動

の
脅
威
へ
の
世
界
的
な
対
応
の
強
化
、
持
続
可
能
な
開
発
及
び
貧
困
撲
滅
へ
の
努
力
の
文
脈
に
お
け
る
、
工
業
化
以
前
の

水
準
か
ら
一
・
五
℃
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
及
び
関
連
す
る
地
球
全
体
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
経
路

に
関
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
特
別
報
告
書
』、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
〈
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
〉
が
平
成
三
〇
〈
二
〇
一
八
〉

年
一
〇
月
八
日
に
公
表
〕
が
あ
る
の
で
す
が
、
す
で
に
一
・
一
度
ま
で
気
温
上
昇
が
進
ん
で
い
て
、「
気
候

崩
壊
」
待
っ
た
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
今
ま
で
学
校
で
は
教
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
事
実
を
知
り
、
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こ
れ
は
何
と
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
大
き
な
動
機
づ
け
で
し
た
。

　

こ
こ
で
私
が
始
め
た
活
動
は
、
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
〔Fridays For Future

〕
と
い
う
、
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
「
気

候
変
動
対
策
を
も
っ
と
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
社
会
に
訴
え
る
市
民
運
動
へ

の
参
加
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
は
仲
間
と
と
も
に
新
宿
駅
前
や
国
会
議

事
堂
前
で
脱
炭
素
に
関
す
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
啓
発
を
し
た
り
、
国
に

は
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
た
り
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
指
標
と
と
も
に
発
信
を
し
て
き
ま
し

た
（【
写
真
2
】【
写
真
3
】）。
ま
た
、
大
学
な
ど
の
学
校
に
赴
き
、
気
候

変
動
に
関
わ
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
な
う
学
校
講
演
と
い
う
形
で
は
、
同

世
代
に
発
信
を
す
る
場
を
企
画
、
実
行
し
て
き
た
ほ
か
、
私
の
地
元
の
埼

玉
県
新
座
市
に
は
、
令
和
三
二
（
二
〇
五
〇
）
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
ゼ
ロ
化
を
求
め
る
陳
情
書
を
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
二
月
一
四

日
に
提
出
し
て
〔「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
に
関
す
る
陳
情
書
」
は
、
同
年
三
月
二
五

日
に
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
五
月
二
〇
日
の
「
新
座
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

へ
つ
な
が
っ
た
。https://zeroem

i.org/niizacity-petition-03082022/

〕、
自
分

の
地
域
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
活
動
も
し
て
き
ま
し
た
。

【写真 2（左側）】　 東京・新宿駅前における啓発活動 
（令和 3〈2021〉年3月19日、俵里奈提供）

【写真 3（右側）】　 国会議事堂前におけるスタンディング 
（令和 3〈2021〉年6月10日、俵里奈提供）
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エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
提
案
と
そ
の
発
信

　

そ
し
て
、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
に
参
加
し
、
渋
谷
区
民
の
方
々
を
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
む
か
を
考
え
て
、

幅
広
い
世
代
で
対
話
を
し
な
が
ら
発
信
す
る
場
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
渋
谷
区
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
発

信
す
る
た
め
の
案
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
渋
谷
区
が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
渋
谷
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」〔
一
一
月
の
第
一
土
・
日
曜
の
二
日
間
に
代
々
木
公
園
で
開
催
す
る
渋
谷
区
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
。https://w

w
w

.shibuya-fes.online/

〕

に
て
、
た
と
え
ば
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
〔
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
〈
菜
食
主
義
者
〉
の
う
ち
、
畜
肉
・
鶏
肉
・
魚
介
類
な
ど
の
肉
類
に
加
え
、
卵
や
乳
・
チ
ー
ズ
・
ラ
ー

ド
な
ど
動
物
由
来
の
食
品
を
一
切
と
ら
な
い
人
、
完
全
菜
食
主
義
者
〕
を
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
や
、
電
気
自
動
車
、
省
エ
ネ
機
器
と
い
っ
た
も
の
に

身
近
に
触
れ
ら
れ
る
ブ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
案
を
考
え
、
そ
れ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
気
候
変
動
対
策

　

と
こ
ろ
で
、
気
候
変
動
は
最
近
頻
繁
に
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
本
当
に
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
何
か
行
動

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
危
機
意
識
は
あ
っ
て
も
、「
や
は
り
面
倒
だ
」「
一
人
で
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
一
体
何
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
楽
し
く
、
そ
し
て
経
済
的
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、

最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
マ
イ
ボ
ト
ル
に
水
を
無
料
で
入
れ
ら
れ
る
場
所
〔
無
料
給
水
ス
ポ
ッ
ト
〕
が
増
え
ま
し
た
。
國
學
院
大
學
で
も

カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
若
木
が
丘
に
マ
イ
ボ
ト
ル
、マ
イ
タ
ン
ブ
ラ
ー
を
持
っ
て
行
け
ば
、飲
み
物
を
割
引
料
金
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ま
た
、
肉
食
を
避
け
る
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
い
う
食
事
ス
タ
イ
ル
は
、
最
近
の
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。
畜
産
業
は
、
世
界
総
排
出

量
の
約
一
四
％
を
占
め
る
ほ
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
量
は
全
世
界
の
運
輸
関
連
産
業
（
自
動
車
な
ど
）
の

排
出
量
に
匹
敵
し
ま
す
。
私
は
渋
谷
区
内
の
お
店
で
大
豆
ミ
ー
ト
を
使
っ
た
唐
揚
げ
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
ヘ
ル
シ
ー

で
お
い
し
い
も
の
で
し
た
。
渋
谷
に
も
こ
の
よ
う
な
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
自
身
の
未
来
の
み
な
ら
ず
、
自
分
よ
り
下
の
世
代
の
未
来
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
モ
ノ
を
大
量
消
費
し
な
い

循
環
型
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
る
機
運
を
も
っ
と
高
め
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
、
シ
ェ
ア
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
き
て
い
て
、

た
と
え
ば
、
渋
谷
に
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
シ
ェ
ア
し
て
使
え
る
場
や
、
駅
に
設
置
さ
れ
た
傘
の
無
料
貸
し
出
し
ブ
ー
ス
な
ど
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
も
っ
と
後
押
し
し
で
き
れ
ば
、
循
環
型
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、「
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
気
候
変
動
の
話
が
で
き
る
空
気
感
」
に
つ
い
て
で
す
。
気
候
変
動
や
社
会
問
題
と
い
っ
た
テ
ー

マ
は
、
な
か
な
か
身
近
な
話
題
に
し
に
く
い
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
友
達
と
こ
う
し
た
話
を
し
た
く
て
も
、
切
り
出
し
方

な
ど
が
難
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
話
を
し
て
い
く
中
で
、
相
手
も
実
は
気
候
変
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
も
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
行
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
空
気
感
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
お
話
し
て
き
ま
し
た
が
、
國
學
院
大
學
に
も
こ
う
し
た
学
生
が
い
る
こ
と
を
お
伝
え
で
き
た
か
と
思

い
ま
す
。

【
佐
藤
】
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
私
が
注
目
し
た
の
は
、「
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
気
候
変
動

の
話
が
で
き
る
空
気
感
」
に
つ
い
て
で
す
。
そ
う
し
た
話
題
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
国
会
前
ま

で
行
っ
て
脱
炭
素
な
ど
を
訴
え
か
け
る
活
動
を
さ
れ
て
き
た
俵
さ
ん
は
「
す
ご
い
」
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
考
え
方
を
変
え
る
と
、
こ
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の
俵
さ
ん
が
「
す
ご
く
な
い
」
社
会
に
な
れ
ば
、
気
候
変
動
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
温
暖
化

の
加
速
が
鈍
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
明
日
ど
こ
に
行
く
？
」
と
い
う
よ
う
な
気
軽
さ
で
、
自
然
に
気
候
変
動
の
話

が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、
俵
さ
ん
の
よ
う
な
方
が
ま
す
ま
す
増
え
て
、
そ
れ
が
普
通
に
な
る
社
会

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
支
援
や
、
松
嶋
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
「
意
識
」
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
た
政
策
、

イ
ベ
ン
ト
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
や
は
り
今
の
段
階
で
は
、
ま
だ
俵
さ
ん
は
「
す
ご
い
」
わ
け
で
す
。「
こ
ん
な
に
は
動
け
な
い
」
と
正
直
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
こ
ま
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
先
ほ
ど
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
話
の
ほ
か
に
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
行
動

の
源
泉
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
動
き
続
け
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
続
け
ら
れ
る
の
は
一
体
な
ぜ
な
の

で
し
ょ
う
か
。
行
動
に
移
す
こ
と
の
で
き
な
い
方
や
持
続
で
き
な
い
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
含
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

【
俵
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
行
動
の
き
っ
か
け
は
、『
地
球
に
住
め
な
く
な
る
日
』
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
写
真
で
し
た
。
こ
こ
か
ら

気
候
変
動
に
危
機
感
を
持
っ
た
時
に
、
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
の
活
動
が
た
ま
た
ま
メ
デ
ィ
ア
に
載
っ
て
い
て
、「
あ

あ
、
同
世
代
が
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
発
信
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
知
り
、
自
分
も
そ
こ
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
、
そ
の
関
連

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
っ
た
と
こ
ろ
も
一
つ
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
一
人
で
は
難
し

い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
同
じ
問
題
意
識
を
持
つ
友
達
が
一
緒
に
や
っ
て
い
る
中
で
、
自
分
に
も
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
運
動
と
い
う
と
、
日
本
で
は
歴
史
的
に
過
激
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
海
外
で
は
か

な
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
非
常
に
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
は
関
係
な
く
、
素
朴
に
何
か
の

問
題
を
自
分
事
に
捉
え
て
活
動
し
て
い
る
団
体
も
相
当
数
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
市
民
運
動
も
あ
る
の
で
、
み
ん
な
で
も
っ
と
運
動
の
輪

を
広
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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《
座
談
会
》

 

古 

沢　

広 

祐　
　

松 

嶋　

範 

行

 

佐 

藤　

龍 

彦　
　

俵 　
　

里 

奈

【
古
沢
】
お
二
人
と
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
松
嶋
さ
ん
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
四
人
の
世
代
を
超
え
た
座
談

形
式
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
渋
谷
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
」〔
主
催
：
渋
谷
区
、
開
催
日
時
：
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
一
一
月

一
三
日
〈
日
〉
一
三
時
半
～
一
五
時
、
第
一
部
：
渋
谷
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
授
賞
式
、
第
二
部
：
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
、
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
2
に
て
公
開
配
信
〕
の
第
二
部
「
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
」
総
会
に
は
、

い
く
つ
か
印
象
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
〔「
そ
の
総
会
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
な
未
来
を
願
い
、
実
現
す
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
」

https://w
w

w
.city.shibuya.tokyo.jp/kankyo/kankyo/kankyo-event/kankyo_sym

po2022.htm
l

〕。
当
日
は
佐
藤
さ
ん
の
司
会
進
行
の
も
と
、

俵
さ
ん
を
は
じ
め
二
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
中
で
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
々
が
発
表
し
、
な
か
な

か
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
舞
台
裏
で
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
の
が
松
嶋
さ
ん
で
し
た
。
あ

の
時
、「
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
」
総
会
に
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
い
く
つ
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
し
た
か
。

【
松
嶋
】
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
全
部
で
四
つ
〔
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ネ
ー
チ
ャ
ー
、
渋
谷
Ｔ
ｗ
ｏ
、
Ｓ
Ｂ
Ｙ
０
５
、
ア
サ
イ
ー
ボ
ウ
ル
〕
で
し
た
。
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
は
、
基
本
的
に
は
今
の
渋
谷
区
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
を
中
心
に
議
論
し
ま
し
た
〔
前
掲
の
グ
ル
ー
プ
順
に
、「
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
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通
し
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
促
進
案
」「
渋
谷
区
を
Ｅ
ｃ
ｏ
で
塗
り
つ
ぶ
せ
─
ハ
チ
ペ
イ
で
広
が
る
脱
炭
素
─
」「
デ
ジ
タ
ル
都
市
で
行
う『
ゴ
ミ
削
チ
ャ
レ
ン
ジ
』」「
エ

ア
コ
ン
を
買
い
替
え
て
世
界
を
救
お
う
！
」
を
提
案
〕。
一
番
面
白
か
っ
た
の
は
、
渋
谷
で
今
行
な
っ
て
い
る
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
に
環

境
ア
ク
シ
ョ
ン
を
か
け
合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
、
非
常
に
現
実
性
の
高
い
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

【
古
沢
】
こ
の
時
は
ま
さ
に
晴
れ
の
舞
台
と
い
い
ま
す
か
、
発
表
会
的
な
感
じ
で
い
ろ
い
ろ
な
方
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
よ
う
で
す
が
、

準
備
は
ど
う
で
し
た
か
。
ま
ず
俵
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
が
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
何
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
か
。

【
俵
】
私
の
グ
ル
ー
プ
〔
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ネ
ー
チ
ャ
ー
〕
で
は
、「
ふ
る
さ
と
渋
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
活
か
し
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
案
〔「
イ

ベ
ン
ト
企
画
を
通
し
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
促
進
案
」〕
を
考
え
ま
し
た
。こ
の
案
は
、グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
渋
谷
区
在
住
の
小
学
生
二
人
〔
田

中
悠
氏
、
宮
川
直
樹
氏
〕
が
発
案
し
た
も
の
で
、
渋
谷
区
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
出
て
き
た
視
点
を
活
用
し
た
も
の
で
し
た
。
私
に
は
弟

が
い
ま
す
が
、
小
学
生
ほ
ど
の
下
の
世
代
と
関
わ
る
時
間
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
普
段
関
わ
り
の
な
い
人
た
ち
と
気
候
変
動
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
え
た
こ
と
が
と
て
も
刺
激
的
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

【
古
沢
】
佐
藤
さ
ん
。
本
当
は
我
々
の
世
代
に
気
候
変
動
の
責
任
が
あ
っ
て
、
そ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な

い
と
、
そ
の
ツ
ケ
を
次
の
世
代
に
回
し
て
し
ま
う
か
ら
。
だ
け
ど
、
若
い
人
た
ち
は
「
も
う
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
」「
自
分
た
ち
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
起
こ
す
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で
な
い
と
、
な
か
な
か
先
を
見
通
せ
な
い
わ
け
で
す
。
俵
さ
ん
が
お
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
市

民
と
行
政
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
気
候
市
民
会
議
」
が
渋
谷
区
以
外
の
日
本
各
地
で
も
行
な
わ
れ
、
世
界
で
も
欧
州
を
中
心

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
渋
谷
区
で
は
長
谷
部
区
長
の
議
会
で
の
発
言
を
契
機
に
、
若
者
に
か
な
り
焦
点
を
当
て
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
準
備
は
ど
う
で
し
た
か
。
メ
ン
バ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な
方
が
い
ま
し
た
か
。

【
佐
藤
】
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
二
〇
人
で
し
た
が
、
実
は
区
民
が
八
人
い
て
、
ほ
か
の
一
二
人
は
区
民
で
は
な
く
、

在
勤
あ
る
い
は
在
学
と
い
う
形
で
渋
谷
区
に
関
わ
っ
て
い
る
方
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
が
渋
谷
区
に
も
つ
イ
メ
ー
ジ
や
思
っ
て
い
る
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こ
と
は
、
毎
日
の
よ
う
に
渋
谷
に
来
て
い
ま
す
か
ら
、
渋
谷
区
と
全
く
関
係
な
い
人
よ
り
は
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
を
区
民
の
方
と
も
共
有
し
な
が
ら
昇
華
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
会
議
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
あ
る
種
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
形
に
し
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
「
一
般
社
団
法
人
日
本
若
者
協
議
会
」
と
い
う
超

党
派
の
団
体
〔
平
成
二
七
〈
二
〇
一
五
〉
年
一
一
月
に
富
樫
泰
良
ら
が
設
立
〕
が
、「
日
本
版
気
候
若
者
会
議
」
と
い
う
会
議
を
つ
く
っ
て
、
国
に

提
案
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
会
議
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
な
る
べ
く
そ
れ
を
シ
ブ
ヤ
若
者

気
候
変
動
会
議
の
運
営
に
適
用
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、や
は
り
二
〇
人
い
る
と
、意
見
の
対
立
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、「
あ
の
人
は
全
然
関
わ
っ
て
く
れ
な
い
な
」と
い
う
よ
う
に
、

中
に
は
怠
け
て
し
ま
う
方
も
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
私
が
ど
う
調
整
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
松
嶋
さ
ん
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
う
ま
く
ま
と
め
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
点
も
今
と
な
っ
て
は
醍
醐
味
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
若
者
は
意
識
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
能
力
も
非
常
に
高
い
の
で
、
も
は
や
私
が
何
か
を
い
え
る
よ
う
な
立

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
提
案
を
ま
と
め
て
い
く
な
か
で
、
し
っ
か
り
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
示
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
「
家
電
の
買
い
替
え
を
し
よ
う
よ
」
と
い
う
提
案
〔「
エ
ア
コ
ン
を
買
い
替
え
て
世
界
を
救
お

う
！
」〕
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
〇
年
前
の
家
電
を
使
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
今
の
も
の
と
比
べ
て
環
境
負
荷
が
高
い
の
で
、

古
い
家
電
を
新
し
く
買
い
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
環
境
が
少
し
は
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
買
い
替
え
た
暁
に
は
、
渋
谷
区
は

補
助
金
を
出
す
と
い
う
提
案
で
し
た
。

　

会
議
で
は
、
た
だ
提
案
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
こ
の
家
電
は
こ
う
い
う
理
由
で
Ｃ
Ｏ
２

を
一
番
出
し
て
い
て
、
一
家
庭
当
た
り
年
間
何

キ
ロ
出
し
て
い
る
か
ら
、
環
境
へ
の
影
響
が
非
常
に
大
き
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
を
各
家
庭
が
変
え
れ
ば
非
常
に
高
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
出
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て
発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
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し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
発
表
が
会
議
全
体
で
共
有
さ
れ
た
こ
と
は
、
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
本
当
に
い
い
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
感
じ
で
、
若
者
と
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
古
沢
】
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
は
、
渋
谷
区
で
は
か
な
り
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
先
ほ
ど
俵
さ
ん
は
地
元
の
新
座
市
の

ほ
か
、
所
沢
市
で
も
似
た
よ
う
な
気
候
市
民
会
議
を
や
っ
て
い
る
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
と
渋
谷
の
会
議
と
を
比
べ
て
、
渋
谷
の

特
徴
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。

【
俵
】
所
沢
市
に
は
、
気
候
市
民
会
議
〔「
マ
チ
ご
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
市
民
会
議
」〕
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
こ
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
最
初
の
プ
レ
設
立
総
会
で
は
、
若
者
と
し
て
の
思
い
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た
気
候
市

民
会
議
の
場
に
は
か
な
り
シ
ニ
ア
層
が
多
く
、
所
沢
市
で
も
多
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動

会
議
は
、
若
者
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
同
世
代
と
対
話
す
る
や
り
や
す
さ
も
あ
っ
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。

【
古
沢
】
松
嶋
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
現
場
を
見
て
こ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
「
渋
谷
ら
し
い
」

と
こ
ろ
は
ど
の
あ
た
り
に
あ
り
ま
し
た
か
。
渋
谷
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
掲
げ
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
〔
女
性
同
性
愛
者
〈Lesbian

〉、
男
性
同
性
愛

者
〈Gay

〉、
両
性
愛
者
〈Bisexual

〉、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〈T

ransgender

〉
の
頭
文
字
を
と
っ
て
、
性
的
指
向
と
性
自
認
の
概
念
を
基
に
し
た
性
的
少

数
者
の
総
称
〕
や
渋
谷
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
文
化
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
「
渋
谷
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
２
２
」
の
つ
な
が
り
の
中
で
は
い
か
が
で
し
た
か
。

【
松
嶋
】
一
番
大
き
な
と
こ
ろ
は
、
佐
藤
さ
ん
に
代
表
さ
れ
る
区
役
所
の
担
当
者
が
若
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
参
加
者
の
視
点
に
立

て
る
と
い
う
こ
と
が
、
参
加
し
た
俵
さ
ん
も
含
め
て
、
ほ
か
の
若
い
人
た
ち
も
親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
シ
ニ
ア
層
に
含
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
シ
ニ
ア
層
の
方
が
多
い
と
、
ど
う
し
て
も
成
功
す
る
か
ど
う
か
な
ど
、
過
去
の
経
験
値



第一回「しぶカフェ」（共生社会×渋谷カフェ）「シブサス　─東京渋谷で進む環境にやさしいまちづくり─」291

に
基
づ
く
実
現
可
能
性
を
前
提
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
、
今
あ
る
気
候
変
動
は
、
過
去
の
延
長
だ
け
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
課
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
を
切
り
開
い
て
、
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
い
っ
た
こ
と
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
、

も
し
く
は
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
な
い
と
成
功
し
な
い
し
、「
い
っ
て
も
結
局
形
に
な
ら
な
い
じ
ゃ
ん
」

と
若
い
人
た
ち
の
気
持
ち
も
萎
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
回
の
試
み
は
非
常
に
成
功
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
区
役
所
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
若
い
人
た
ち
が
か
な
り
真
剣
に
、
過
去
の
延
長
で
は
な
く
、
大
人
の
社
会
の
こ
と
（
区
の
イ
ベ
ン
ト

や
政
策
な
ど
）
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
う
ま
く
コ
ネ
ク
ト
の
仕
方
を
見
出
し
た
こ
と
が
、
非
常
に
効
果
的
で
特
徴
的
で
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

【
古
沢
】
松
嶋
さ
ん
は
、
ほ
か
に
渋
谷
区
内
の
小
学
校
や
実
践
女
子
大
学
の
学
生
と
連
携
し
た
り
、
長
崎
県
佐
世
保
市
の
取
り
組
み
に
も

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
り
し
た
わ
け
で
す
が
、
今
後
の
動
き
や
期
待
な
ど
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

【
松
嶋
】
気
候
変
動
に
対
す
る
事
業
者
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
渋
谷
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
高
い
で
す
ね
。
地
方
に
行

く
と
、
ま
だ
た
く
さ
ん
自
然
が
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
日
常
に
感
じ
る
地
方
の
事
業
者
の
人
た
ち
は
、
残
念
な
が
ら
気
候
変
動
に
は
ピ
ン

と
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

渋
谷
の
気
候
は
よ
く
変
わ
る
し
、
暑
い
し
、
人
も
多
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
渋
谷
は
発
信
力
が
強
い
の
で
、
先
に
進
め
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
は
、
新
た
に
若
い
人
を
「
第
二
期
生
」
と
し
て
集
め
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
俵
さ
ん
を
含
め
た
、
今
活
動
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
（
第
一
期
生
）
が
今
度
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
上
に
上

げ
て
い
く
よ
う
な
面
白
い
政
策
提
案
や
、行
動
変
容
に
つ
な
が
る
ス
パ
イ
ラ
ル
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
古
沢
】渋
谷
は「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」を
は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」の
公
式
サ
イ
ト〔https://

shiburadi.com
/

〕
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
渋
谷
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
俵
さ
ん
も
こ
の
前
、
ラ
ジ
オ
に
出
演
さ
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れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

【
俵
】
は
い
。
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
「
渋
谷
の
星
」
と
い
う
番
組
〔
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
一
二
月
二
〇
日
の
放

送
回
、https://note.com

/shiburadi/n/nd1a067b72c3c

、
一
二
月
二
七
日
の
放
送
回
、https://note.com

/shiburadi/n/n95dbdb3f7af8

〕
に
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
古
沢
】「
渋
谷
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
２
」
の
関
係
者
は
こ
の
ラ
ジ
オ
に
参
加
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
松
嶋
】
は
い
。
シ
ブ
ヤ
若
者
気
候
変
動
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」
の
「
渋
谷
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
に
二
人
ほ
ど
、
四
〇

分
バ
ッ
チ
リ
出
演
し
て
い
ま
す
〔
宮
川
直
樹
氏
・
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
八
月
一
七
日
の
放
送
回
、https://note.com

/shiburadi/n/

n7502a408f098

、
南
直
冴
氏
・
令
和
四
〈
二
〇
二
二
〉
年
八
月
三
一
日
の
放
送
回
、https://note.com

/shiburadi/n/n93ae7350ab55

〕。
先
ほ
ど
も
い

い
ま
し
た
よ
う
に
、
若
い
人
た
ち
は
い
い
た
い
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
う
ま
い

具
合
に
料
理
し
な
が
ら
「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」
で
喋
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
古
沢
】
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
渋
谷
区
に
は
、
ま
だ
ま
だ
気
づ
か
れ
ず
に
「
隠
れ
て
い
る
宝
物
」
が
あ

り
ま
す
。
た
し
か
、
渋
谷
区
に
は
日
本
で
一
番
小
さ
な
植
物
園
、
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
〔
東
二
丁
目
二
五
番
地
三
七
号
〕
が
あ
っ

て
、
今
（
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉
年
一
月
現
在
）
は
改
装
中
で
す
が
、
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
し
た
ね
。

【
佐
藤
】
そ
う
で
す
ね
。
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
七
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

工
事
中
で
、
今
は
指
定
管
理
者
を
決
め
る
と
い
う
段
階
に
あ
り
ま
す
〔
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
は
令
和
五
〈
二
〇
二
三
〉
年
七
月
二
九
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。https://sbgf.jp/

、https://w
w

w
.city.shibuya.tokyo.jp/shisetsu/bunka-shisetsu/fureai.htm

l

〕。
古
沢
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
日
本
で
一
番
小
さ
い
植
物
園
が
渋
谷
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、「
み
ど
り
」
に
関
わ
る
情
報
発
信
が
渋
谷
か
ら

な
さ
れ
る
こ
と
も
、
植
物
セ
ン
タ
ー
自
体
は
新
し
く
は
な
い
が
今
ま
で
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
価
値
と
し
て
、
区
民
や
来
街
者
の
皆
さ
ま
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に
周
知
し
て
い
け
れ
ば
と
我
々
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
ご
紹
介
し
た
い
の
が
「
ハ
チ
ペ
イ
」
で
す
。
ハ
チ
ペ
イ
と
は
、「
忠
犬
ハ
チ
公
」
と
決
済
ア
プ
リ
を
表
す
「
Ｐ

ａ
ｙ
」
を
合
わ
せ
て
名
づ
け
た
も
の
で
、
渋
谷
区
内
限
定
で
、
店
舗
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

限
定
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ア
プ
リ
を
指
し
ま
す
。
こ
の
ハ
チ
ペ
イ
と
一
緒
に
活
用
で
き
る
も
の
と
し
て
、「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」〔
面
白

法
人
カ
ヤ
ッ
ク
が
提
供
、
渋
谷
区
を
含
め
た
二
五
の
地
域
〈
導
入
終
了
地
域
を
含
む
〉
で
導
入
さ
れ
て
い
る
〕
の
「
ハ
チ
ポ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

渋
谷
区
の
お
店
・
団
体
・
人
を
つ
な
げ
る
ア
プ
リ
で
、
ハ
チ
ポ
を
も
ら
っ
た
り
、
あ
げ
た
り
し
な
が
ら
、
様
々
な
地
域
の
体
験
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
チ
ポ
は
ハ
チ
ペ
イ
で
の
支
払
い
に
は
使
え
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
ご
と
や
ま
ち
に
良
い
こ
と
に
参

加
す
る
と
も
ら
え
る
も
の
で
、
も
ら
っ
た
ハ
チ
ポ
は
お
店
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
「
お
金
で
買
え
な
い
う
れ
し
い
体
験
」
を
す
る
た
め
に
使

え
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
た
と
え
ば
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
く
と
コ
イ
ン
が
も
ら
え
、
そ
の
コ
イ
ン
を
そ
の
店
の
裏
メ
ニ
ュ
ー
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
使
う
こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
渋
谷
区
ふ
れ
あ
い
植
物
セ

ン
タ
ー
に
入
場
す
る
と
少
し
ハ
チ
ポ
が
も
ら
え
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
の
改
革
や
行
動
の
促
進
に
つ
な
げ
た
り
す
る
な
ど
、
渋
谷
区

か
ら
環
境
の
意
識
醸
成
や
発
信
を
行
な
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
、
今
は
ま
さ
に
過
渡
期
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
古
沢
】今
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、実
は
渋
谷
に
は
潜
在
的
に
面
白
い
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
は
、

國
學
院
大
學
の
坂
〔
國
學
院
大
學
前
交
差
点
～
明
治
通
り
東
交
番
前
交
差
点
間
の
坂
道
〕
を
下
り
た
先
に
あ
り
ま
す
が
、
大
学
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
に
学
生
を
連
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク

で
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
環
境
教
育
の
場
と
し
て
地
域
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
松
嶋
さ
ん
は
、
た
し
か
ふ
れ
あ
い
植

物
セ
ン
タ
ー
の
場
所
を
使
っ
て
、
シ
ブ
サ
ス
の
催
し
を
い
ろ
い
ろ
実
施
し
て
い
ま
し
た
ね
。

【
松
嶋
】
そ
う
で
す
ね
。
勉
強
会
の
ほ
か
、
園
内
の
ツ
ア
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
國
學
院
大
學
か
ら
近
い
と
意
外
と
行
か
な
い
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の
で
、
改
め
て
「
熱
帯
植
物
が
こ
ん
な
に
渋
谷
の
ど
真
ん
中
に
あ
っ
た
ん
だ
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
新
し
い
セ
ン

タ
ー
は
、
ま
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
え
て
い
く
よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
し
て
も
渋
谷
の
ど
真
ん
中
で
緑
や
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
空
間
と
い
う

の
は
、や
は
り
気
づ
き
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
〔
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
植
物
園
は
、「
農
と
食
の
地
域
拠
点
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て「
栽

培
・
収
穫
・
消
費
」
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。https://sbgf.jp/

〕。

【
古
沢
】
第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
で
は
、
シ
ブ
サ
ス
と
と
も
に
、
特
に
環
境
問
題
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の

学
生
が
ア
ー
ス
デ
イ
を
起
こ
し
た
よ
う
に
、
若
い
世
代
こ
そ
が
環
境
問
題
に
対
し
て
「
も
う
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
」
と
立
ち
上
が
り
、
世

界
中
に
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
有
名
な
例
で
い
え
ば
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
時
も
、
カ
ナ

ダ
の
日
系
の
セ
ヴ
ァ
ン
・
カ
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
〔Severn Cullis-Suzuki. 

昭
和
五
四
〈
一
九
七
九
〉
年
～
現
在
〕
さ
ん
が
一
二
歳
で
ス
ピ
ー
チ
を
し

て
、
大
人
た
ち
の
将
来
世
代
へ
の
無
責
任
さ
を
糾
弾
し
、
そ
れ
を
受
け
て
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。

　

今
は
、
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
に
火
を
つ
け
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
も
一
六
歳
の
時
、

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
「
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」
に
合
わ
せ
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
、
世
界
中
に
環
境
問
題
を
喚
起
し

ま
し
た
。今
日
も
俵
さ
ん
が
一
生
懸
命
発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、若
い
人
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
一
つ
や
っ

て
い
か
な
い
と
、
な
か
な
か
将
来
へ
の
展
望
を
見
出
す
こ
と
が
き
ま
せ
ん
。
今
回
は
國
學
院
大
學
を
中
心
に
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
学

を
含
め
た
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
俵
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
俵
】
國
學
院
大
學
で
で
き
る
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
思
い
浮
か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
古
沢
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
や
は
り
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
普
通
の
学
生
で

も
社
会
に
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
を
、
も
っ
と
身
近
な
人
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
古
沢
】
大
学
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
気
候
変
動
に
つ
い
て
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
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【
俵
】
そ
う
で
す
ね
。「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
学
リ
ー
グ
」
と
い
う
、
国
内
の
大
学
と
企
業
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
〔https://

w
w

w
.re-u-league.org/

〕。
こ
れ
は
、
学
内
施
設
の
電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
で
、
こ
こ
に
國
學
院
大

學
も
加
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
古
沢
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
佐
藤
さ
ん
、
松
嶋
さ
ん
か
ら
ひ
と
言
ず
つ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
佐
藤
さ
ん
か
ら
「
渋
谷
区
は
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
ひ
と
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
佐
藤
】
今
日
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
松
嶋
さ
ん
に
「
若
者
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
も
う
ア
ラ
フ
ォ
ー
に
な
り
ま
す
が
、「
ま
だ

ま
だ
頑
張
る
ぞ
」
と
や
る
気
が
湧
き
出
ま
し
た
（
笑
）。
し
か
し
、
自
分
の
こ
と
で
は
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
環
境
の
こ
と
に
な

る
と
、
や
は
り
意
識
が
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
意
識
へ
の
介
入
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
を
う
ま
く
結

び
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
が
行
政
に
も
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
踏
み
込
む
よ
う
な
こ
と
を
渋
谷
区
が
率
先
し
て

行
な
い
、
そ
れ
が
さ
ら
に
ほ
か
の
自
治
体
に
も
波
及
し
て
い
く
よ
う
な
環
境
行
政
を
行
な
え
た
ら
と
も
思
い
ま
す
。

【
古
沢
】
次
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
松
嶋
さ
ん
か
ら
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

【
松
嶋
】
お
そ
ら
く
こ
の
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
ま
だ
心
に
迷
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
番
大
事
な
の
は
、「
何
か
変
わ
っ
て
い
る
、
地
球
が
変
わ
っ
て
い
る
、
我
々
の
生
活
も
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
も
し
な

い
よ
り
も
何
か
し
た
ほ
う
が
、
き
っ
と
そ
こ
に
は
光
が
見
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
長
年
こ
の
業
界
に
い
る
私
が
い
え
る
ひ

と
言
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ま
た
一
緒
に
悩
み
ま
し
ょ
う
。

【
古
沢
】
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
環
境
問
題
は
な
か
な
か
深
刻
な
問
題
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
未
来
に
向
け
て
私
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た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
今
日
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
動
き
は
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
先
ほ
ど
の
ラ
ジ
オ
の
話
題
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
渋
谷
の
足
元
に
も
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ま
た
共
に
多
様
な
形
で
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



第一回「しぶカフェ」（共生社会×渋谷カフェ）「シブサス　─東京渋谷で進む環境にやさしいまちづくり─」297

《
コ
メ
ン
ト
》

 

秋 

野　

淳 

一

【
秋
野
】
第
一
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
内
容
を
お
聞
き
す
る
と
、
多
様
性
の
あ
る
ま
ち
渋
谷
に
お

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
接
点
と
な
り
う
る
、
ハ
ブ
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
持
続
可
能
な
地
球
環
境
に
関
わ
る
お
話
が
中
心
と
な
り
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
接
点
と
な
り
う
る
、
啓
発
の
場
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
常
日
頃
か
ら
の
多
様
な

人
た
ち
の
「
つ
な
が
り
」
が
ひ
い
て
は
渋
谷
の
防
災
・
減
災
に
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
性
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
立
場

の
異
な
る
人
た
ち
が
接
点
を
持
つ
こ
と
で
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
も
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

実
は
渋
谷
に
は
、
伝
統
的
な
神
社
や
お
祭
り
（
金
王
八
幡
宮
〔
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
〕
例
祭
、
渋
谷
氷
川
神
社
〔
渋
谷
区
東
二
丁
目
〕
な
ど
）

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場
も
多
様
な
人
た
ち
を
結
ぶ
接
点
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
今
回
の
お
話
に
あ
っ
た
新

た
な
地
球
環
境
に
関
す
る
啓
発
の
場
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
い
け
ば
、
渋
谷
の
住
民
と
の
接
点
も
も
っ
と
形
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。
渋
谷
の
伝
統
文
化
や
歴
史
に
も
、
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
と
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
渋
谷
の
ま
ち
づ
く
り

だ
け
の
話
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
全
体
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
追
記
】

　

本
記
録
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」
研
究
事
業
（
研
究
代
表
・
松
本
久
史
國
學
院
大
學
教
授
）
の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。




